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　Benefit は「儲け」そのものを表す言葉です。商取引に
おいて適正な利潤を追求することは当然なことであり、
決して恥ずべきことではありません。ただし、売り手だ
けが儲かった、また買い手だけが儲かったのでは公正
な取引とは言えません。その商取引によって、すべての
取引先が適正な利潤を得るかどうかが問題なのです。

●四つのテスト④　みんなのためになるかどうか？
　Will it be BENEFICIAL to all concerned ?

ロータリー情報マニュアルより

経済と地域社会の
発展月間

卓話　古川雅子様

第 10 回米山功労者メジャードナー
栁澤 佳雄 君

マルチプルポールハリスフェロー
２回目　石橋 克美 君

マルチプルポールハリスフェロー
７回目　栁澤 佳雄 君

■米山記念奨学会寄付
栁澤　佳雄　君
水上　勝之　君
須永　利治　君

■ロータリー財団寄付
竹内　 暠　君
水上　勝之　君
栁澤　佳雄　君
中森　隆利　君
須永　利治　君
新井　一朝　君

● ロータリー米山記念奨学会感謝状・ピンバッジ贈呈

[本日の例会] ガバナー公式訪問
[次回予定] 10/22（火）休会
　　　　    10/29（火）→27（日）地区大会

■卓話「出入口」　古川雅子様

・・・例会報告／１０月８日（火）・・・

＜ご来訪者＞
耳鼻咽喉科古川雅子診療室　古川 雅子 様
高崎南ロータリークラブ　　乾　 純和 様

　高崎セントラルロータリークラブでお話しさせていた
だく機会をいただき心より感謝申し上げます。
　高崎の町も日々変わりつつあり期待もあれば少々淋し
さも感じます。
　私の育った花柳界として華やかな柳川町の姿、そして
その夜の街を支えた旦那衆への憧れと共に、ある銀行マ
ンから学んだ「出入口」について話させていただきます。
　彼曰く「出入口というけれど入出口とは言わないだろ
う。呼吸という言葉あっても吸呼とは言わないだろう。つ
まり世の中はまず出して、出した分だけ入るのだよ。満員
電車を見てごらん。焦って入ろうとしてもダメ。まず車内
の人が出た人数だけ入れるのだよ。死ぬ間際の父の呼吸
を見ていたら吐いた分だけ吸っていたよ。だからお金の
ある人はお金を出せばいい、お金の無い人は知恵を出せ
ばいい、お金も知恵もない人は汗を出せばみんな平等な
んだよ！今自分に出来ることを惜しまず出しなさい。そ
うしているといつか良いことがあるよ。もし生きている
うちに良いことが無くても孫子の代に良いことがあるか
もしれないよ！」・・・と。
　この言葉は私の一生の宝となっています。

卓話　「出入口」

● ロータリー財団認証ピンバッジ贈呈

会長 / 大嶋　秀男　　幹事 / 林　　高弘　　クラブ会報委員長 / 多胡　友弘

2019～2020年度　国際ロータリー会長
マーク・ダニエル・マローニー

国際ロータリー第2840地区
週　  報

2019～2020年度クラブテーマ

「ロータリーを楽しもう」— 笑顔と友情と誇りをもって —

2019～2020年度　国際ロータリーのテーマ
「ロータリーは世界をつなぐ」



例会場・事務所／ホテルグランビュー高崎　高崎市柳川町70
                TEL 027-310-7722  FAX 027-310-7733
                E-mail : takasaki-cent@rid2840.jp
例 会 / 毎週火曜日　18時30分

■ニコニコＢＯＸ(10月８日)

古川先生、有難うございます
高崎南ＲＣ
乾　　純和 様

古川雅子先生、今日は卓話楽しみです水上　勝之 君

古川先生、乾純和先生、ようこそ！！森本　　淳 君

古川先生、今日は宜しくお願いします須永　利治 君

古川先生、卓話ありがとうございます乾　　宏行 君

古川先生、卓話宜しくお願いします。
本日はありがとうございます

石橋　克美 君

最近、山水治夫という人のピアノに癒されています橋爪　良真 君

古川先生、本日は宜しくお願い致します竹内　 暠 君
■出 席 報 告
　(10月８日)

65.71％

会 員 総 数 37名
出席計算会員数 35名
当 日 出 席 者 23名
会 場 出 席 率

■食事状況 (10月８日) 食 事 数 37食
無連絡欠席者 1名
食 事 余 り 1食

※食事のムダをなくすために、
　出欠・食事有無の連絡に
　ご協力お願い致します（SAA）

47.41％

本日の合計金額 246.30ドル
累　計　金　額 2631.42ドル
年　度　目　標 5500.00ドル

63.45％

27.78ドル
年次寄付 ポリオ寄付

704.29ドル
1110.00ドル

44.91％

12,000円
216,000円
481,000円

ロータリー財団
米山記念奨学会

達成率（37名）

【旬の魚介】　はたはた
はたはたをやいてたべるのは、北国のこどものごちそうなり。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　室生犀星「はたはたのうた」より

【旬の兆し】　菊晴れ
菊の花の咲くころに青空が情れ渡ることを、菊晴れといいます。菊は仙人の住むあたりに咲く花とされていたそ
うで、古くは菊に降りた朝露で体をぬぐう菊の被綿（きせわた）を行って、長寿を願ったとか。気持ちよく晴れた秋空は、
それだけで心身が健やかな一日を過ごせそう。

【旬の行事】　神嘗祭（かんなめさい）
五穀豊穣に感謝して、その年とれた米の初穂を天照大神（あまてらすおおみかみ）に奉る伊勢神宮の祭が、神嘗祭です。
神嘗（かんなめ）とは、神の饗（あえ）から来たことばとか。饗（あえ）とは、食事でもてなすという意味。

【旬の果物】　くり

◆二十四の節気と七十二候◆ 寒露 菊花開く（きっかひらく）
新暦では、およそ十月十三日～十月十七日頃
菊の花が咲きはじめるころ。菊は初め薬草として、奈良時代に中国から伝わったとか。

次候

【候のことば】　菊枕　きくまくら
旧暦九月九日の重陽の日に摘んだ菊のはなびらを、乾かして詰め物にし、菊枕にします。
菊の香り漂う寝心地に、恋する人が夢に現れるともいわれ、女性から男性に贈られたそう。
漢方では解熱に用いる菊は、邪気を祓い、長寿を得るとされています。

采菊東籬下　菊を采（と）る東籬（とおり）の下（もと）
悠然見南山　悠然として南山を見る
　　　　　　陶淵明（とうえんめい）「飲酒ニ十首」より

（日本の七十二候を楽しむ －旧暦のある暮らし－ より）



■プロフィール

[氏　名] 森田　高史（伊勢崎ロータリークラブ）
[住　所] 群馬県伊勢崎市

歓 迎
　　　　　　森田 高史 ガバナー
ようこそ高崎セントラルロータリークラブへ！

1. 新会員入会  236名（45クラブの目標数の合計）以上
2. 退会防止  105名以下（１クラブ５％以下）

3. ロータリー財団 ：年次寄付１人150ドル以上／ポリオ寄付１人30ドル以上
4. 米山記念奨学金寄付：普通寄付・特別寄付合計で１人16,000 円以上

国際ロータリー第2840地区
2019－2020年度

＜地　区＞
2008‒09年度　補助金・奨学金・年次寄付・恒久基金委員会 委員
2009‒10年度　副幹事
2010‒11年度　補助金・奨学金・年次寄付・恒久基金委員会 委員
2011‒12年度　補助金・奨学金・年次寄付・恒久基金委員会 委員長
2012‒13年度　補助金委員会 委員長
　　　　　　　グローバル補助金委員会 委員長
2013‒14年度　補助金委員会  委員長
2014‒15年度　補助金委員会  委員長
2015‒16年度　補助金委員会  委員長
2017‒18年度　ガバナーノミニー・第２分区Ｂガバナー補佐・地区研修委員会 委員
　　　　　　　審議会立法案検討委員会 委員
　　　　　　　地区戦略計画委員会 委員・会員組織強化委員会 委員
2018‒19年度　ガバナーエレクト・地区戦略計画委員会 委員・地区研修委員 委員
　　　　　　　管理運営・ＩＴ委員会委員長

[ロータリー歴]
＜クラブ＞
1987年11月
　　伊勢崎ロータリークラブ入会
2012‒13年度 幹事
2016‒17年度 会長

＜ロータリー財団＞
    ベネファクター（2012）
    ポール・ハリス・フェロー
　　　　　（マルチプル第8回）（2018）
    メジャードナー（2015）

＜米山記念奨学会＞
米山功労者メジャードナー
　　　　　　（第10回）（2018）

１. クラブ改革を実践しよう
２. ロータリー賞、ガバナー賞にエントリーしよう
３. 会員増強を実践しよう

[その他クラブ運営に関する項目]

（１）クラブ戦略計画の策定
（２）クラブ会員増強計画の作成
（３）クラブ研修計画の策定
（４）地区補助金・グローバル補助金活用奉仕事業の実施
（５）ロータリーデーを通じた公共イメージの向上
（６）ガバナー月信は会員が閲覧できるよう配慮
（７）クラブ現況報告書の充実
（８）会員のマイロータリーへの登録
（９）ロータリークラブセントラルへの入力
（10）Ｒ財団寄付目標の入力
  ※友好クラブや姉妹クラブの締結を推進しましょう

クラブ運営に関する項目

数値目標

[新たな目標]

１. 新クラブの結成を目指します
２. ロータリー奨学金制度の創立を目指します
３. クラブのグローバル補助金の申請実務をサポートする
　  体制の構築を目指します

[その他の地区運営に関する項目]

（１）クラブの会員増強の実現を支援
（２）クラブのロータリー賞・ガバナー賞の受賞を支援
（３）クラブ戦略計画策定を支援
（４）クラブ研修計画作成を支援
（５）地区運営連絡会議の設置
（６）公式訪問の充実
（７）地区会員必携の充実
（８）RI・Ｒ財団・ポリオの収支報告のディスクローズ
（９）災害対策準備金の充実
（10）年次報告書の充実
  ※ポリオ根絶の世界的価値を地区大会等を通じて訴えたいと思います。

地区運営に関する項目

[生年月日] 1955年１月４日

[職　業] 税 理 士
[現　職] 森田税務会計事務所  所長

関東コンサルタント株式会社  代表取締役社長
モリタ・マネジメント・センター  代表

[学　歴] 早稲田大学  法学部  卒業

します
務をサポ トする

 『クラブ　イノベーション』
CLUB INNOVATION

― クラブの将来像を明確にし　　　　
　　クラブ改革を実践しよう ―

 『ロータリーは世界をつなぐ』
ROTARY CONNECTS THE WORLD

！


